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本稿では、1860 年代から 21 世紀に至るまでの約 150 年間に焦点を当て、時代背景や社会的・文化
的事項にも言及しつつ、代表的な作品について時系列で述べ、英米児童文学史を概観する。 
はじめに 
本稿では、1860年代から 21世紀に至るまで、すなわち、『不思議の国のアリス』(Alice’s Adventures 











科書であり、それ以外の本も、サラ・トリマー(Sarah Trimmer, 1741-1810)の『こまどり物語』（The 
History of the Robins; 1786年初版時のタイトル Fabulous Histories: designed for the Instruction 
of Children, respecting the Treatment of Animals から後に改題される)やシャーウッド夫人(Mrs 




1628-88)の『天路歴程』 (The Pilgrim’s Progress, 1678)、ダニエル・デフォー (Daniel Defoe, 
1660-1731)の『ロビンソン・クルーソー』 (The Life and Strange Surprising Adventures of 
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Robinson Crusoe of York, 1719)、ジョナサン・スウィフト(Jonathan Swift, 1667-1745)の『ガリヴ
ァ―旅行記』(Gulliver’s Travels, 1726)は、いずれも別世界への旅や冒険が題材であることから、子
ども達を強く惹きつけた。 








ロック(John Locke, 1632-1704)の『教育論』(Some Thoughts Concerning Education, 1693)が果た
した役割は大きい。ジョン・ニューベリー(John Newbery, 1713-67)はロックの見解に賛同し、『小
さなかわいいポケットブック』(A Little Pretty Pocket-Book, 1744)を出版して大成功を収める。こ
れを契機に、「楽しい」子どもの本が出版されるようになる。特に、ジョン・ハリス(John Harris, 
1820-84)の『ちょうちょの舞踏会とバッタの宴会』(The Butterfly’s Ball and the Grasshopper’s 
Feast, 1807)は、有名なマザーグースを扱った『ハバードおばあさんと犬』(The Comic Adventures 




英訳版(German Popular Stories, 1823, 26)が出版された影響からファンタジーへの関心が高まり、
子どもの教育においても、楽しみながら学ぶことに加え、想像力を育むことも必要だという見解が
生まれた。 
自身が挿絵も手がけたエドワード・リア(Edward Lear, 1812-88)の『ノンセンスの絵本』(A Book 
of Nonsense)は、子ども読者を楽しませるためのノンセンスな五行戯詩
リ メ リ ッ ク
(limericks)が集められた本






Kingsley, 1819-75)の『水の子』(The Water-Babies: A Fairy Tale for a Land-Baby, 1863)とジョー
ジ・マクドナルド(George MacDonald, 1824-1905)の『北風のうしろの国』(At the Back of the North 
Wind, 1868, 69)は、『アリス』と共に「ヴィクトリア朝三大ファンタジー」と呼ばれる作品である。 
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代」という名称は、エリザベス１世統治下の 16 世紀半ばから 17 世紀にかけてのイギリスの繁栄を
指す呼称とも重なるが、ケネス・グレアム(Kenneth Grahame, 1859-1932)の短編集にも『黄金時代』
(The Golden Age, 1895)というタイトルがある。グレアムは、英国紳士を擬人化された動物たちで










を反映したものであり、マーク・トウェイン(Mark Twain, 1835-1910)の共著『金めっき時代』(The 
Gilded Age, 1873)の書名でもある。これに先行する時代のアメリカの児童文学にはイギリスの影響
が大きかったが、「金めっき時代」には、トウェインの『トム・ソーヤーの冒険』(The Adventure of 
Tom Sawyer, 1876)やルイザ・メイ・オールコット(Louisa May Alcott, 1832-88)の『若草物語』
(Little Women, 1868)など、それぞれ「冒険物語」および「家庭物語」というジャンルを代表的す
る作品が出版された。トム・ソーヤーは、イギリスのイーディス・ネズビット(Edith Nesbit, 









代には、子どもの視点に立つ作家として知られるネズビットが、『砂の妖精』(Five Children and It, 
1902)で、子ども達が遊ぶごく日常的な空間に、突然不思議な姿をした願いをかなえる力をもつ妖
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(James Matthew Barrie, 1860-1937)であった。1904年初演の戯曲 Peter Pan , or The Boy Who 
Wouldn’t Grow Up を元にしたファンタジー作品『ピーターパン』(Peter and Wendy, 1911)は永遠
の少年ピーターとダーリング家の子ども達の交流を描く。ピーターがウェンディをはじめとする子
ども達を誘うネヴァーランドは、決して大人にならないピーターのための別世界である。 
19 世紀後半から 20 世紀初頭のアメリカでは、1890 年代から 1910 年代にかけての図書館活動の
活性化により、児童文学は全盛期を迎え数々の名作が生まれた。アメリカ初の本格ファンタジーで
あるライマン・フランク・ボーム(Lyman Frank Baum, 1856-1919)の『オズの魔法使い』(The 






ブスター(Jean Webster, 1876-1916)の『あしながおじさん』(Daddy-Long-Legs, 1912)、エレナ・ポ
ーター(Eleanor Porter, 1868-1920)の『少女ポリアンナ』(Pollyanna, 1913)、フランシス・ホジソン・
バーネット(Frances Hodgson Burnett, 1849-1924)の『秘密の花園』(The Secret Garden, 1911)も孤
児の少女が主人公である。『秘密の花園』では、インドで生まれ育ったメアリ・レノックスがコレ
ラで両親を亡くした後、イギリスの叔父に引き取られ、屋敷の広大な庭園内の閉ざされた庭園を甦
らせることで、家中に癒しをもたらす。バーネットは、他にも『小公子』(Little Lord Fauntleroy, 
1886)や『小公女』(A Little Princess, 1905)などの代表作において、アメリカ庶民とイギリス貴族の
間で架け橋の役割を果たす少年主人公や、突然の父親の死で霊落した後も毅然とし誇りを失わない
インド育ちの少女主人公などを描いた。 
20世紀初頭のカナダで生まれた L・M・モンゴメリ(Lucy Maud Montgomery, 1874-1942)の『赤







の普及率が高い作品が登場した。『ドリトル先生アフリカゆき』(The Story of Doctor Dolittle, 1920)
は、作者の戦争体験なしには書かれなかった物語である。イギリス生まれのヒュー・ロフティング
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(Hugh Lofting, 1886-1947)は、負傷した軍馬が射殺されるのを目撃し、動物の言葉を解する医者「ド
リトル先生」を創案した。『ドリトル先生』はその人気からシリーズ化され、第 2作の『ドリトル先
生航海記』(The Voyage of Doctor Dolittle, 1922)が最初のニューベリー賞（1922年に制定されたア
メリカの児童文学賞）を受賞した。 
イギリスの喜劇作家だった A・A・ミルン(Alan Alexander Milne, 1882-1956)は、息子の誕生を
契機に 4冊の児童文学作品を手がけるが、『クマのプーさん』(Winnie-the-Pooh, 1926)とその続編『プ








イギリスのマージェリー・ウィリアムズ・ビアンコ(Margery Williams Bianco, 1881-1944)のファ
ンタジー絵本『ビロードうさぎ』(The Velveteen Rabbit or How Toys Become Real, 1922)のウサギ
の縫いぐるみもまた、「過渡的対象」とみなすことができる玩具である。 
「エヴリデイマジックの後継者」と言われるのが、イギリスの作家 P・L・トラヴァーズ(Pamela 




J・R・R・トールキン(John Ronald Reuel Tolkien, 1892-1973)の『ホビットの冒険』(The Hobbit, or 
There and Back Again, 1937)は、小人のホビット族のビルボ・バギンズが、ある日突然、ドワーフ
族（ホビット族より少し大きな小人）の先祖が竜に奪われた宝を取り戻すための冒険の旅に出るこ
とになる物語である。トールキンが実子達に聞かせたベッドタイムストーリーから始まった『ホビ
ット』は、やがて 20世紀を代表するファンタジーと称されることになる『指輪物語』(The Lord of the 
Rings, 1954-5)の序となった作品である。 
第 2次世界大戦後は、それまでの児童文学では描かれなかった主題を扱かう作品が生まれる。イ






メアリー・ノートン(Mary Norton, 1903-92)の『床下の小人たち』(The Borrowers, 1952)には、人
間が住む家屋の床下に隠れ棲む小人のクロック一家が登場する。何も特殊な能力を持たない小人達
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代「大恐慌」が始まる。ローラ・インガルス・ワイルダー(Laura Ingalls Wilder, 1867-1957)によ






て登場したワンダ・ガァグ(Wanda Gág, 1893-1946)の『100 まんびきのネコ』(Millions of Cats, 
1928)は、アメリカ絵本の古典と言われる作品である。同時代の絵本には、好奇心の強い子犬が主
人公の、マージョリー・フラック(Marjorie Flack, 1897-1958)による『アンガスとあひる』(Angus 
and the Ducks, 1930)、英語教育のテキストに多大な影響を与えた『キャット・イン・ザ・ハット』
(The Cat in the Hat, 1957)で知られるドクター・スース(Theodor S. Geisel, 1904-91)の『ふしぎな











イギリスでは、1950年、「ファンタジー第 2黄金期」到来の契機となる、C・S・ルイス(Clive Staples 

































1930 年代に次ぐ絵本の黄金時代を迎えた 1960 年代のアメリカに登場したモーリス・センダック
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『おばけ桃の冒険』(James and the Giant Peach, 1961)や『チョコレート工場の秘密』(Charlie and 








アメリカの作家 E・L・カニグズバーグ(Elaine Lobl Konigsburg, 1930-2013)のニューベリー賞受











アメリカの SF およびファンタジー作家アーシュラ・K・ル=グウィン(Ursula K. Le Guin, 


















れるようになる。イギリスの作家ロバート・ウェストール(Robert Atkinson Westall, 1929-93)の二
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のジェラルド』(Google-Eyes, 1989)や映画化もされた『ミセス・ダウト』(Madame Doubtfire, 1987)
などの作品において、家庭内不和や両親の離婚といった問題を描いた。 
ニュージーランドの作家マーガレット・マーヒー(Margaret Mahy, 1936- 2012)は、魔法使いや魔女


















(Father Christmas, 1973)や『スノーマン』(The Snowman, 1978)は、コミックのコマ割りという新
しい技法を採り入れた絵本である。他にも、素朴な老夫婦を通して核兵器の恐ろしさを訴え、図書
館や学校で戦争と平和を考える際に取り上げられることが多い『風がふくとき』(When the Wind 
Blows, 1982)も、ブリッグズの作品である。家庭内の問題やジェンダーの問題を扱う絵本作家アン
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1995 年に出版された『黄金の羅針盤』(Northern Lights, 1995)に始まるイギリスの作家フィリッ
プ・プルマン(Philip Pullman, 1946 -)の「ライラの冒険」三部作(His Dark Materials, 1995-2000)は、
ジョン・ミルトン(John Milton, 1608-74)の叙事詩『失楽園』(Paradise Lost, 1667)のモチーフを採り
入れた壮大なスケールのファンタジーであり、パラレルワールドを舞台に展開される。 
また、子どもの本離れが問題視されていた頃、子ども達を再び読書へと誘うファンタジー作品が
登場する。イギリスの J・K・ローリング(Joanne Kathleen Rowling, 1965-)作「ハリーポッター」シ
リーズである。第１巻『ハリー・ポッターと賢者の石』(Harry Potter and the Philosopher’s Stone, 
1997)出版以降、当時最新のゲームソフトの発売日に玩具店に列をなしていた子ども達が、「ハリー
ポッター」の最新刊の発売日に書店に列をなすようになるという社会現象をも引き起こした。2007
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